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可
腕
小
蔵
巻
六

所
震
也
。
其
父
八
官
は
唐
人
に
て
、
共
由
緒
を
以
異
国
よ
り
種
々
唐

物
の
珍
費
を
臆
り
語
ら
ひ
け
る
を
、
石
見
守
へ
密
謀
し
け
る
と
也
。

一
、
松
下
長
網
飢
心
の
事

畑一一H
炉
兵
衛
之
網
が
曾
孫
石
見
守
長
細
酬
は
、
奥
州
二
本
松
五
高
石
領

知
す
。
国
政
大
に
胤
れ
百
姓
目
安
を
以
て
江
戸
へ
訴
ふ
。
資
否
御
礼

弾
の
う
へ
に
こ
高
石
を
被
減
、
同
州
三
春
へ
三
高
石
に

τ
所
替
あ

り
。
共
後
正
保
三
年
参
観
の
節
、
共
外
男
加
藤
民
部
少
輔
明
利
の
息
、

摘
さ
郎
の
宅
へ
見
舞
け
り
。
共
時
門
番
の
足
軽
門
を
開
き
左
右
へ
平

伏
す
。
長
網
俄
に
飢
心
し
‘
其
門
番
二
人
を
自
手
切
殺
し
ぬ
。
菊
三

郎
家
来
共
大
に
驚
き
け
り
。
共
内
松
本
踊
七
と
一
武
士
‘
玄
関
よ
り
飛

下
り
、
扱
も
御
心
能
被
遊
候
。
先
づ
共
御
腰
物
を
ぽ
是
へ
被
下
候
へ
、

あ
か
を
拭
ひ
奉
候
は
ん
と
側
へ
近
寄
け
れ
ば
、
長
網
打
笑
ひ
、
早
く

も
心
付
た
る
も
の
か
な
と
て
‘
機
嫌
能
被
渡
候
。
粥
七
は
悦
び
供
の

者
共
と
目
合
し
、
則
乗
物
に
入
れ
蹄
し
け
り
。
然
慮
長
網
蹄
宅
し
、

共
門
番
を
も
二
人
迄
手
討
に
す
。
是
よ
り
飢
心
掬
つ
よ
く
、
途
に
領

地
被
差
除
也
。

一
、
永
柴
銭
我
園
へ
渡
来
す

悶
三
十
態
省
文
錫
提

臨
永
十
年
八
月
二
十
三
日
大
風
、
相
州
三
崎
浦
へ
唐
姑
漂
着
す
o
鎌

h 

‘ 

一
三

O

倉
公
方
足
利
左
兵
衛
替
浦
鏡
下
知
を
以
て
、
印
東
次
郎
右
衛
門
貞
次
・

梶
原
能
登
守
景
宗
・
三
浦
備
前
守
義
高
を
し
て
般
中
を
質
検
す
。
貨

物
甚
多
〈
明
の
永
幾
銭
若
干
あ
り
。
将
軍
義
浦
へ

E
細
を
告
た
り
。

唐
般
関
東
へ
渚
岸
す
る
う
へ
は
‘
満
殺
の
徳
分
た
る
べ
し
と
あ
り
。

の
て
貨
物
悉
く
取
揚
げ
、
共
代
に
は
根
米
以
下
種
々
の
物
を
授
け
蹄

般
せ
し
め
ぬ
。
永
築
銭
徒
に
置
べ
か
ら
4
y
.

関
東
に
て
可
通
用
と
て

法
を
定
て
費
買
す
。
迭
に
年
を
経
‘
天
文
十
九
年
の
頃
、
閥
束
の
商
民

永
築
銭
へ
銀
と
云
悪
銭
を
交
ぜ
て
通
用
す
。
仰
て
商
家
の
輩
、
在
々
所

々
に
市
を
成
し
悪
銭
を
取
撰
び
、
開
誇
頗
る
茜
し
。
天
正
の
初
北
保

左
京
大
夫
氏
康
、
家
臣
山
角
信
濃
守
定
信
・
笠
原
越
前
守
康
朝
等
へ
命

じ
、
関
東
に
て
は
永
柴
銭
迄
を
可
用
、
他
銭
は
不
可
用
と
静
定
し
‘

在
々
に
高
札
を
立
下
知
す
れ
ば
、
悉
〈
慈
銭
を
撲
出
し
、
銀
は
皆
上
方

筋
へ
建
し
け
れ
ば
‘
永
築
の
み
関
東
に
留
り
ぬ
。
此
時
よ
り
銀
を
名

付

τ京
銭
と
は
一
試
し
。
慶
長
九
年
正
月
家
康
公
の
命
に
て
、
天
下
一

統
に
永
制
球
銭
を
通
用
す
。
然
共
-
向
に
銀
を
も
非
可
慶
と
て
、
永
地
球

一
銭
の
代
陀
銀
四
銭
を
以
て
活
用
せ
し
め
け
り
。
然
所
共
銭
の
好
惑

を
撰
論
し
、
費
寅
頗
る
喧
し
。
此
事
上
聞
に
遼
し
、
十
一
年
十
二
月

八
日
大
久
保
忠
隣
・
本
多
佐
渡
へ
命
ぜ
ら
れ
.
永
柴
を
止
め
鍍
迄
を

~;' 

可
用
よ
し
、
江
戸
日
本
橋
に
高
札
を
立
ら
れ
、
の
之
商
民
の
閲
符
は

止
み
ぬ
。
永
幾
銭
の
行
は
れ
け
る
事
五
十
七
年
と
云
。
扱
寛
永
通
貨

の
貨
泉
被
行
て
、
四
民
茜
共
利
を
得
た
り
。

一
.
松
平
衆
貞
.
直
弐
互
譲
の
美
談

松
平
縫
殿
頭
乗
次
の
養
子
左
近
大
夫
衆
貞
は
.
貨
は
内
藤
石
見
守
信

腐
の
次
息
也
。
松
平
衆
次
へ
養
子
の
後
、
乗
次
に
賢
子
出
生
し
直
次

と
云
。
縫
殿
頭
末
期
に
領
地
七
千
石
の
内
四
千
石
は
、
養
子
左
近
太

夫
惣
領
に
候
問
是
へ
被
下
、
=
一
千
石
は
次
男
直
次
へ
被
下
候
様
に
被

願
候
。
願
の
遁
被
仰
付
候
慮
、
衆
貞
御
務
不
仕
、
私
儀
は
養
子
に
て

候
へ
ば
、
三
千
石
被
下
庶
子
に
能
成
、
賓
子
直
次
へ
四
千
石
被
下
候

様
に
仕
度
侯
皆
申
上
候
。
次
男
は
私
儀
賢
子
に
候
得
共
、
一
度
左
短

大
夫
を
兄
と
存
候
底
、
庶
子
に
仕
儀
致
迷
惑
候
。
共
上
亡
父
遺
言
に

候
へ
ぽ
難
背
候
。
只
如
願
被
仰
付
候
様
に
と
一
試
。
然
ら
ぽ
左
廷
は
四

千
石
を
直
次
へ
譲
り
.
可
致
出
家
候
と
云
。
直
次
云
。
左
近
出
家
仕

候
は
ど
某
も
出
家
し
、
七
千
石
共
に
献
上
せ
ん
と
、
兄
弟
相
譲
御
績

不
仕
候
。
此
趣
御
感
の
徐
り
御
裁
判
に
て
、
賀
子
直
次
へ
四
千
石
被

下
縫
殿
頭
と
稀
し
‘
三
千
石
を
左
近
大
夫
へ
被
下
、
庶
子
分
に
被
仰

付
事
務
候
。可

観
小
説
巷
六
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